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主
な
内
容

９月から10月にかけて村内の保育園・幼稚園・

小学校・中学校で秋の運動会が開催されました。

▲千早太鼓（きく組）

▲６人７脚（全学年）

▲玉入れ（全園児）

▲大玉送り
（全学年・PTA）

▲組み立て体操
（５・６年）

▲一輪車パレード（全学年）

▲大空に舞え
（４・５・６年）
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歳　入 
2,885,767,154円 
総人口　6,736人 
428,410円 

人 

村税 
623,799,200円 
21.6%

地方譲与税 
51,229,000円 
1.8% 
 
利子割交付金 
6,666,000円 
0.2% 
 
配当割交付金 
3,632,000円 
0.1% 
 
株式等譲渡所得割交付金 
4,492,000円 
0.2% 
 
地方消費税交付金 
55,926,000円 
1.9% 
 
ゴルフ場利用税交付金 
24,041,233円 
0.8% 
 
自動車取得税交付金 
26,998,000円 
0.9% 
 
地方特例交付金 
25,963,000円 
0.9%

地方交付税 
993,886,000円 
34.5%

村債 
440,494,000円 15.3% 
 
諸収入 
64,692,776円 2.3% 
 
繰越金 
63,882,514円 2.2% 
 
繰入金 
238,000,057円 8.2% 
 
寄附金 
120,000円 0.0% 
 
財産収入 
1,085,566円 0.0% 
 
府支出金 
156,978,216円 5.4% 
 
国庫支出金 
58,568,999円 2.0% 
 
使用料及び手数料 
28,191,984円 1.0% 
 
分担金及び負担金 
15,901,609円 0.6% 
 
交通安全対策特別交付金 
1,219,000円 0.1% 
 

＝ 介 護 保 険 ＝ ＝ 老 人 保 健 ＝ ＝ 国民健康保険 ＝
特
別
会
計

介護保険は、介護を家族だけの
負担としないで、介護サービス
により、高齢者と家族をともに
支えていこうとするものです。
保険給付費の内訳
居宅サービス給付費 ２億2,027万円
施設サービス給付費 １億9,522万円
居宅サービス計画給付費 １,920万円
住宅改修費 459万円
福祉用具購入費 81万円
特定入所者サービス費 467万円
高額サービス費 284万円
審査支払手数料 50万円
計 ４億4,810万円
被保険者数 1,621人

75歳以上（昭和7年9月30日以前に
生まれた人を含む）の人と65歳以
上で一定の障害のある人が医療機
関にかかった場合の医療費を支出
する会計です。

受給者数　955人
受給者１人当たり
¡医療費　790,582円

加入世帯　1,244世帯
被保険者　2,567 人
被保険者１人当たり
¡医療保険料　 84,900円
¡医療費　　　251,533円
加入世帯1世帯当たり
¡医療保険料　175,191円
¡医療費　　　385,590円

（診療所）
受診者数　3,941人
公債費年度末残高

９千 501万円

平
成
17
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が

51
億
２
千
77
万
円
、
歳
出
が
51
億
１
千
７
５
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
　
入

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
５

千
１
３
６
万
円
（
１
・
８
％
）
増
の
28
億
８

千
５
７
７
万
円
で
し
た
。
主
な
内
容
は
、
地

方
交
付
税
９
億
９
千
３
８
９
万
円
（
対
前
年

度
比
０
・
９
％
減
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

村
税
６
億
２
千
３
８
０
万
円
（
同
１
・
９
％

減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
交
付
税
制
度
の

見
直
し
、
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

▲学校給食センター調理器具修繕

一
般
会
計
決
算
状
況
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＝ 下水道事業 ＝＝ 金剛山観光事業 ＝
主電動機整備調整工事および曳
索平衡索切詰工事をしました。

¡金剛山ロープウェイ
運転回数　7,589回
輸送人数　12万1,631人
¡香楠荘
定員　　　　 53人
宿泊者数　4,336人

公債費年度末残高
611万円

桐山地区の一部で、汚水管渠布
設工事などを実施し、1.14haの
面整備事業を行ないました。事
業費は5,280万円です。

下水道普及率（年度末）
68.8％
公債費年度末残高
14億6,027万円

＝ 水道事業会計決算状況 ＝

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

平成18年３月末現在 6 1 6 ,8 0 1円

給　　水　　人　　口 6 , 7 0 2人

給　　水　　戸　　数 2 , 4 3 7戸

年　間　総　配　水　量 8 1 9 , 0 4 6k

年 間 総 有 収 水 量 7 4 8 , 5 7 9k

富田林市水 5,377K （0.6％） 

水源依存率 

大阪府営水 140,570K（17.2％） 

自己水  673,099K 
（82.2％） 

水　道　事　業　収　益 1 5 8 ,1 7 2

水　道　事　業　費　用 1 4 3 ,0 6 0

平 成 17 年 度 純 利 益 15 ,1 1 2

収　　　　　　　　入 72 ,2 5 3

支　　　　　　　　出 1 1 9 ,1 8 1

収 支 差 引 不 足 額 46 ,9 2 8

１．収益的収支〔消費税抜〕

収益は、１億5,817万2千円（前年度より

4.9%減）でした。主なものは水道料金で　1

億4,311万３千円となっています。

費用は、１億4,306万円（前年度より5.2%

減）でした。主な内訳は、配水及び給水費で

995万８千円（対前年度比14.5%増）、総係費

で4,293万４千円（対前年度比12.2%減）です。

この結果、純利益が1,511万２千円となり、

年度末累積欠損金として2,378万８千円を翌

年度に繰り越しました。

２．資本的収支〔消費税込〕
主な事業は、老朽管（石綿管）更新工事な

どです。

収支差引での不足額4,692万8千円は、過年

度分損益勘定留保資金などで補てんしました。

３．企業債年度末残高

４．業務状況

５．水源依存率

会計別歳入歳出決算状況

区分 歳　入 歳　出 差 引 額 翌 年 度 実　質
会計別 繰越財源 収支額
一　 般　 会 計 288,577 286,568 2,009 21 1,988
国民健 事業勘定 67,296 64,663 2,633 0 2,633
康保険 施設勘定 6,490 6,685 －195 0 －195

老　人　保　健 77,959 77,640 319 0 319

介　護　保　険 47,753 47,193 560 0 560

下 水 道 事 業 20,940 20,940 0 0 0

金剛山観光事業 3,062 8,063 －5,001 0 －5,001
合　　計 512,077 511,752 325 21 304

特

別

会

計

（単位：万円）

歳
　
　
出

歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ
９
千
５
１
５
万
円

（
３
・
４
％
）増
の
28
億
６
千
５
６
８
万
円
で
し

た
。
主
な
事
業
は
、
小
吹
地
区
耐
震
性
貯
水
槽

設
置
工
事
８
４
２
万
円
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
器
具
修
繕
４
３
１
万
円
﹇
写
真
右
﹈
で
す
。

財
政
指
標

毎
年
度
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
が
収
入

に
占
め
る
割
合
を
表
す
経
常
収
支
比
率
は
、
前

年
度
に
比
べ
３
・
７
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
98
・
２
％

と
な
り
ま
し
た
が
、
依
然
高
い
水
準
を
推
移
し

て
い
ま
す
。
経
常
収
支
比
率
は
財
政
の
弾
力
性

を
示
し
、
75
％
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
債
費
（
借
入
金
）
年
度
末
残
高

32
億
４
千
２
３
５
万
円

（
前
年
度
に
比
べ
１
億
１
千
３
４
４
万
円
の
増
）

基
金
（
預
金
）
年
度
末
残
高

４
億
６
千
５
２
５
万
円

（
前
年
度
に
比
べ
９
千
８
０
８
万
円
の
減
）

歳　出 
2,865,677,927円 

 
425,427円 

人 

災害復旧費　1,279,017円　0.0%

議会費　82,029,897円　2.9%

総務費 
811,123,786円 
28.3%

民生費 
489,623,196円 
17.1%

衛生費　260,315,556円　9.1%
農林水産業費 
50,886,957円　1.8%

商工費 
44,250,747円　1.5%

土木費 
176,577,923円 
6.2%

消防費 
156,204,872円 
5.4%

教育費 
407,129,486円 
14.2%

公債費 
386,151,390円 
13.5% 
 

諸支出金　105,100円　0.0%
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第
78
号

９月定例会のあらまし

平成18年９月の千早赤阪村議会定例会（第３回）は９月６日に開会し、条例改

正、補正予算、平成17年度決算、意見書など計23議案をそれぞれ可決・認定し、

20日の一般質問をもって閉会しました。

平
成
17
年
度
の
各
会
計
の
決
算

が
、
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

審
議
に
先
立
ち
次
の
と
お
り
監
査

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
経
常
収
支
比
率
が
５

年
ぶ
り
に
１
０
０
％
を
下
回
り
98
・

２
％
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
17
年
度

を
初
年
度
と
す
る
「
元
気
プ
ラ
ン
」

の
成
果
で
あ
る
。

し
か
し
国
が
進
め
る
「
三
位
一
体

改
革
」
の
影
響
に
つ
い
て
、
19
年
度

以
降
の
交
付
税
は
現
在
、
国
で
算
定

の
一
部
を
人
口
・
面
積
に
よ
る
と
の

検
討
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

昨
年
の
国
勢
調
査
の
人
口
減
少
を
考

え
る
と
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
更

に
財
政
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。

ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
金
剛
山

観
光
事
業
特
別
会
計
は
、
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
り
一
定
の
経
営
改
善
を

図
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

は
天
候
不
良
に
よ
り
、
大
き
く
収
益

が
減
少
し
て
い
る
。
業
者
の
更
な
る

経
営
努
力
を
促
し
、
増
収
方
策
を
検

討
さ
れ
た
い
と
の
報
告
・
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

村
長
か
ら
は
、
人
件
費
の
削
減
に

よ
り
、
実
質
収
支
は
２
０
０
０
万
円

の
黒
字
と
な
っ
た
が
、
前
年
度
決
算

と
比
較
す
る
と
大
幅
な
減
と
な
り
、

単
年
度
収
支
は
３
８
０
０
万
円
の
赤

字
で
あ
る
。
積
立
金
現
在
高
も
前
年

度
よ
り
３
６
０
０
万
円
の
減
で
、
４

億
６
５
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
逆
に

公
債
費
比
率
は
伸
び
て
お
り
、
今
後

も
危
機
的
な
財
政
状
況
が
続
く
と
予

測
さ
れ
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
取

り
組
む
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
会
計
別
に
各
担
当
課

長
よ
り
報
告
を
受
け
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
が
、
予
算
ど
お
り
適
正
に

執
行
さ
れ
、
初
期
の
目
的
を
達
成
し

て
い
る
か
、
計
画
性
・
弾
力
性
・
積

極
性
の
観
点
か
ら
各
種
資
料
に
基
づ

き
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
を
よ
り
一
層
進
め
る

と
と
も
に
住
民
福
祉
の
向
上
に
更
な

る
努
力
を
重
ね
る
よ
う
要
望
し
、
そ

の
後
、
賛
否
の
討
論
を
経
て
、
そ
れ

ぞ
れ
認
定
し
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
決
算
を
認
定

今
期
定
例
会
で
は
、
出
資
法
の
上

限
金
利
の
引
き
下
げ
等
、「
出
資
の

受
け
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の

取
締
り
に
関
す
る
法
律
」
及
び
「
貸

金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致

で
可
決
し
、
道
路
整
備
の
推
進
及
び

そ
の
財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書
を

次
の
賛
否
の
討
論
を
経
て
可
決
し
、

内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
関
係
大

臣
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

道
路
は
国
民
生
活
や
経
済
、
社
会

活
動
を
支
え
る
最
も
基
礎
的
な
社
会

基
盤
で
す
。
本
村
に
お
い
て
は
幹
線

道
路
の
整
備
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で

あ
り
、
道
路
整
備
の
た
め
財
源
を
確

保
す
る
よ
う
、
政
府
に
対
し
積
極
的

な
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
生
活
道
路
の
改

善
や
改
修
の
補
助
拡
大
な
ど
の
財
源

確
保
に
反
対
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道

路
特
定
財
源
は
、「
直
轄
高
速
道
路
」

な
ど
に
使
わ
れ
、
旧
道
路
公
団
の
官

製
談
合
な
ど
浪
費
と
無
駄
づ
か
い
の

温
床
と
な
る
こ
と
に
は
反
対
で
す
。

９
月
14
日
全
員
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
行
政
よ
り
次
の
案
件
に
つ
い
て

説
明
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
医
療
制
度
改
革
の
件

都
道
府
県
単
位
に
よ
る
広
域
連
合

組
織
で
運
営
を
行
う
等
の
改
革
。

▽
障
害
者
自
立
支
援
法
の
件

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
、

障
害
者
が
身
近
な
所
で
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
、
施
設

事
業
体
系
の
見
直
し
。

▽
直
営
診
療
所
の
件

運
営
に
関
し
て
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
の
検
討
。

▽
（
仮
称
）
村
道
大
森
線
新
設
工
事

に
伴
う
文
化
財
調
査
の
件

道
路
予
定
地
の
遺
跡
調
査
を
実
施

す
る
。

▽
多
聞
小
学
校
と
赤
阪
小
学
校
の
統

合
の
件

今
年
度
中
に
統
廃
合
の
手
続
き
を

行
い
19
年
４
月
１
日
に
統
合
す
る
。

以
上
、
各
案
件
に
つ
い
て
活
発
な

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

浅
野
・
井
上
・
田
中
・
豊
田
・

橋
爪
・
清
井
議
員

野
上
・
関
口
・
徳
丸
議
員

意
　
　
　
見
　
　
　
書

全
員
協
議
会
報
告

反 対 賛 成
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合
併
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催

府
知
事
と
意
見
交
換
会

橋
爪
議
員

市
町
村
合
併
に
対
す
る
考
え
は

市
町
村
合
併
に
対
す
る
考
え
は

７
月
26
日
に
発
表
さ
れ
た
「
大
阪

府
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
」
の

中
間
ま
と
め
の
審
議
経
過
や
内
容

等
、
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
８

月
７
日
、
大
阪
府
市
町
村
課
の
山

口
参
事
を
講
師
に
招
き
、
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、「
自
主
的
な
市
町
村
合

併
の
推
進
に
関
す
る
構
想
」
の
中

間
ま
と
め
を
中
心
に
、
大
阪
都
市

圏
に
お
け
る
望
ま
し
い
市
町
村
の

姿
や
国
の
予
算
と
地
方
交
付
税
・

地
方
財
政
計
画
と
の
関
係
等
詳
細

に
わ
た
り
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
間
ま
と
め
で
は
、「
合
併
は
あ

く
ま
で
市
町
村
の
自
主
性
」
と
し

た
う
え
で
、
市
町
村
の
将
来
の
姿

は
、
住
民
自
身
が
思
い
描
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
市
町
村
は
、
変

化
す
る
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
暮

ら
し
と
安
全
を
守
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く

の
か
「
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
住

民
に
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
が

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

審
議
会
の
最
終
答
申
は
平
成
19
年

度
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
今
回
一
部
マ
ス
コ
ミ
等

で
村
の
名
前
が
出
ま
し
た
が
、
府

で
は
具
体
的
な
名
前
は
出
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

８
月
24
日
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪

に
お
い
て
太
田
房
江
知
事
と
町
村

議
長
・
町
村
長
の
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

目
的
は
、
町
村
と
の
協
働
・
連

携
を
一
層
強
化
し
、
町
村
及
び
府

を
取
り
巻
く
重
要
課
題
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
す
る
た
め
で
す
。

最
初
に
知
事
か
ら
「
２
０
０
８

年
関
西
・
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
」
の
実

現
の
た
め
、
府
民
の
サ
ミ
ッ
ト
誘

致
歓
迎
の
気
運
を
醸
成
し
た
い
と

協
力
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
分
権
改
革
に
つ
い

て
多
く
の
問
題
が
先
送
り
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
真
の
地
方
分
権
改

革
の
実
現
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
旨
、
決
意
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
意
見
交
換
会
と
な
り

貝
長
議
長
が
、「
国
道
３
０
９
号
バ

イ
パ
ス
の
完
成
が
近
い
が
村
活
性

化
の
た
め
、
住
民
の
意
向
で
地
区

計
画
が
ま
と
ま
る
な
ら
、
沿
線
の

市
街
化
調
整
区
域
・
農
用
地
等
の

規
制
緩
和
を
す
べ
き
だ
」
と
、
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
梶
本
副
知
事
か

ら
「
村
の
意
向
を
尊
重
し
検
討
す

る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

いっぱん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  

９月議会では、８人の議員が一般質問を行いました。
内容（500字以内）は、質問した議員の責任で作成したものです。

「
大
阪
府
市
町
村
合
併
推
進
審

議
会
」
の
中
間
報
告
が
発
表
さ
れ
、

新
聞
紙
上
に
も
大
き
く
報
道
さ
れ
た

事
は
、
住
民
に
改
め
て
強
い
関
心
を

与
え
た
。

本
村
は
財
政
再
建
計
画
を
立
上
げ

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、

今
後
予
測
さ
れ
る
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

総
務
大
臣
の
定
め
る
基
本
指
針

で
は
、
概
ね
人
口
一
万
人
未
満
の
市

町
村
は
自
主
的
に
合
併
を
推
進
す
る

べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

村
も
行
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
住

民
の
福
祉
向
上
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
る
観
点
か
ら
も
、
環
境
が
整
え

ば
隣
接
す
る
自
治
体
と
の
合
併
も
考

え
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

合
併
す
る
場
合
の
枠
組
み
は
ど

う
な
る
の
か
、
富
田
林
市
等
と
の
再

度
の
協
議
は
あ
る
の
か
。

一
市
二
町
と
の
協
議
は
既
に
破

綻
し
た
事
で
あ
り
、
復
活
す
る
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。

今
後
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
議

会
と
も
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
行

く
。

現
在
進
め
て
い
る
財
政
再
建
計

画
は
ど
う
す
る
の
か
。

行
財
政
の
健
全
化
を
目
的
と
し

て
計
画
し
た
。
今
後
と
も
国
の
方
針

等
も
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
。

合
併
と
い
う
こ
と
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
村
の
財
政
再
建
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
今
後
と
も
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
な
が
ら
、
財
政
再
建

計
画
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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思
わ
れ
る
。

７
月
に
は
大
阪
府
の
合
併
推
進
審

議
会
か
ら
「
合
併
推
進
に
関
す
る
中

間
ま
と
め
」
が
出
さ
れ
た
。
村
の
将

来
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
、
合
併

に
つ
い
て
も
検
討
を
始
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口

の
減
や
少
子
高
齢
化
、
財
政
悪
化
な

ど
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
た
め
財
政
の
健
全
化
の
た
め

鋭
意
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
今
後
も
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
が
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

村
の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
本

村
が
ど
の
よ
う
に
生
き
残
る
の
か
、

「
自
立
」
な
の
か
「
合
併
」
な
の
か

決
断
す
る
時
期
に
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

村
の
あ
り
方
と
し
て
、
い
ち
ば
ん

に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は

「
村
民
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
村
づ
く
り
」で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
検
討
し
、
決
断
し
て
い
く
こ
と
が

私
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
合
併
問
題
も
含
め
、
み
な

さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
。

村
長
は
就
任
以
来
２
年
が
経
過

し
た
。
こ
の
間
、
村
は
「
元
気
プ
ラ

ン
」
に
よ
り
財
政
再
建
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
地
方
交
付
税
の
減
額
や
、
税
収

の
減
少
に
よ
り
、
村
財
政
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
将
来
に
わ
た

り
改
善
の
見
通
し
は
困
難
で
あ
る
と

清
井
議
員

村
の
将
来
の
あ
り
方
は

村
の
将
来
の
あ
り
方
は

廃
校
に
つ
い
て
は
、
本
年
６
月

の
議
会
に
報
告
が
あ
り
、
多
聞
小
学

校
の
児
童
は
も
と
よ
り
、
保
護
者
の

方
々
も
、
平
成
19
年
度
よ
り
、
赤
阪

小
学
校
に
登
校
で
き
る
事
に
夢
と
希

望
を
持
っ
て
、
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

千
早
地
区
で
は
合
同
委
員
会
を
設
置

さ
れ
、
廃
校
に
向
け
色
々
な
行
事
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
教
育
委
員
会
は
、
廃
校
と

赤
阪
小
学
校
と
の
統
合
に
今
後
ど
の

よ
う
な
予
定
を
立
て
て
お
ら
れ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

多
聞
小
学
校
は
平
成
19
年
３
月

末
を
も
っ
て
廃
校
と
し
、
４
月
１
日

に
赤
阪
小
学
校
へ
統
合
す
る
事
を
教

育
委
員
会
の
方
針
と
致
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
子
ど
も
達
が
安
全
で
か

つ
希
望
を
も
っ
て
楽
し
く
登
校
で
き

る
よ
う
に

（1）
通
学
バ
ス
及
び
そ
れ
に
類
す
る
も

の
を
運
行
し
ま
す
。
コ
ー
ス
に
つ

き
ま
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の

み
な
さ
ま
方
と
相
談
し
て
い
く
予

定
で
す
。

（2）
両
校
の
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
働
き

か
け
、
子
ど
も
達
が
お
互
い
に
顔

見
知
り
に
な
る
よ
う
交
流
を
図
る

取
り
組
み
を
す
る
と
共
に
、
教
職

員
の
異
動
に
も
配
慮
し
て
も
ら
う

よ
う
大
阪
府
教
育
員
会
へ
の
働
き

か
け
を
致
し
ま
す
。

（3）
そ
の
他
、
統
合
条
件
整
備
の
た
め

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民
と
相
談
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

豊
田
議
員

多
聞
小
学
校
の
統
合今

後
の
予
定
は

多
聞
小
学
校
の
統
合今

後
の
予
定
は

埼
玉
県
の
市
営
プ
ー
ル
で
、
女

の
子
が
吸
水
口
に
吸
い
込
ま
れ
る
死

亡
事
故
が
発
生
し
た
。

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
村
で
は

ど
ん
な
対
策
と
点
検
を
し
た
の
か
。

３
小
学
校
の
安
全
点
検
を
行
っ

た
結
果
、
排
水
口
の
蓋
は
ボ
ル
ト
で

の
固
定
を
確
認
し
た
が
、
吸
い
込
み

防
止
金
具
の
設
置
は
な
か
っ
た
。

金
具
を
設
置
す
る
時
は
水
を
抜
く

必
要
が
あ
り
、
現
在
は
維
持
管
理
の

都
合
と
防
火
用
水
を
兼
ね
て
い
る
こ

と
か
ら
、
来
年
度
の
清
掃
、
水
の
入

田
中
議
員

村
内
プ
ー
ル
の
吸
排

水
口
は
大
丈
夫
か

村
内
プ
ー
ル
の
吸
排

水
口
は
大
丈
夫
か

多聞小学校の運動会
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野
上
議
員

浅
野
議
員

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
制
限
を

や
め
充
実
を

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
制
限
を

や
め
充
実
を

村
づ
く
り
へ
住
民
と
の

協
働
に
補
助
金
を

村
づ
く
り
へ
住
民
と
の

協
働
に
補
助
金
を

れ
替
え
の
時
期
に
併
せ
て
、
防
止
金

具
を
設
置
す
る
。

昨
年
10
月
、
音
楽
教
室
の
天
井

部
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
２
％
含
有
が
判

明
し
た
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
将
来
の
劣
化

な
ど
に
備
え
、
よ
り
安
全
を
期
す
る

た
め
に
対
策
と
し
て
、
除
去
工
事
費

６
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

な
ぜ
、
早
期
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除

去
を
し
な
い
の
か
伺
う
。

早
期
に
工
事
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
た
が
、
専
門
的
な
建
築
関
係

の
設
計
が
で
き
る
技
術
者
が
い
な
い

中
で
、
工
法
の
検
討
や
設
計
図
書
の

作
成
に
時
間
が
か
か
り
、
ま
だ
除
去

工
事
に
は
着
手
し
て
い
な
い
。

で
き
る
だ
け
早
期
に
発
注
し
、
工

事
施
工
に
お
い
て
は
、
児
童
た
ち
の

健
康
を
害
し
な
い
よ
う
に
工
程
管
理

に
十
分
配
慮
し
、
一
日
も
早
く
音
楽

教
室
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
努
め

る
。

４
月
実
施
の
介
護
保
険
で
は
、

介
護
度
が
軽
度
な
人
へ
の
給
付
制
限

を
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

府
内
で
は
「
要
介
護
Ⅰ
」
の
う
ち

約
52
％
が
要
支
援
Ⅰ
・
Ⅱ
に
移
行

し
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
や
車
椅
子
、

介
護
ベ
ッ
ド
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
異

常
事
態
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
困
難

を
生
ん
で
い
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の

よ
う
な
事
例
は
な
い
の
か
。

村
で
は
７
月
の
審
査
で
車
椅
子

３
名
は
継
続
さ
れ
、
介
護
ベ
ッ
ド
の

貸
与
が
無
く
な
る
人
は
13
名
で
対
象

者
に
は
了
解
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

介
護
認
定
の
見
直
し
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
再
審
査
申
し
立
て
は
。

ま
た
、
介
護
用
具
を
必
要
と
す
る

時
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

再
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
が
府
の

介
護
審
査
会
に
申
し
立
て
で
き
ま

す
。介

護
用
具
の
必
要
度
は
、
今
後
生

活
実
態
を
み
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。

住
民
と
の
協
働
は
地
方
自
治
を

守
り
、
自
立
を
め
ざ
す
と
こ
ろ
で
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
単
に

「
財
政
が
大
変
、
支
出
を
減
ら
す
た

め
」
で
は
、
住
民
の
理
解
や
協
力
は

得
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

地
区
住
民
の
十
分
な
理
解
が
必

要
で
、
地
区
の
実
情
に
応
じ
協
力
を

得
ら
れ
る
地
域
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。

元
気
プ
ラ
ン
で
、
今
後
の
行
政

各
分
野
で
の
協
働
を
展
開
す
る
た
め

に
、
協
力
地
区
へ
補
助
金
を
出
す
な

ど
必
要
で
は
。

財
政
上
か
ら
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

車
輌
の
通
行
で
傷
ん
で
い
る
村

道
や
各
種
工
事
後
の
舗
装
復
旧
が
遅

れ
て
い
る
。
村
は
財
政
難
で
あ
る
が

事
故
が
発
生
す
れ
ば
取
り
返
し
が
つ

か
な
い
。
道
路
の
補
修
や
舗
装
復
旧

の
計
画
、
考
え
方
は
。

各
地
区
長
か
ら
の
改
修
要
望
を

踏
ま
え
、
整
備
路
線
の
優
先
順
位
を

決
め
、
補
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

地
下
埋
設
に
伴
う
村
道
の
復
旧

は
、
許
可
条
件
や
復
旧
に
対
す
る
条

件
を
つ
け
、
原
因
者
負
担
で
仮
舗
装

後
、
路
床
が
自
然
転
圧
で
安
定
し
て

か
ら
本
復
旧
の
指
示
を
し
て
い
る
。

近
年
、
日
本
各
地
で
自
然
災
害

に
よ
る
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
被

災
地
に
お
け
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
に
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
重
要
で
あ
る
。
本
村
で
地
域

防
災
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
や
活

動
支
援
体
制
は
大
丈
夫
か
。

村
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

各
種
災
害
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

万
一
、大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

自
主
防
災
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

災
害
時
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
を

窓
口
と
し
て
、
府
、
日
赤
大
阪
支
部

な
ど
と
協
力
・
連
携
し
、
村
外
か
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
円
滑
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
対
処
す
る
。
ま
た
備
蓄

倉
庫
に
あ
る
資
材
等
の
活
用
や
物
資

の
仕
分
け
な
ど
、
支
援
活
動
体
制
の

整
備
を
進
め
て
い
く
。

小
吹
台
小
学
校
の

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
は

い
つ
か

小
吹
台
小
学
校
の

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
は

い
つ
か

地
域
防
災
支
援
体
制

の
強
化
を
！

地
域
防
災
支
援
体
制

の
強
化
を
！

村
道
の
補
修
お
よ
び

舗
装
の
早
期
復
旧
を

村
道
の
補
修
お
よ
び

舗
装
の
早
期
復
旧
を

昨年実施された千早小学校での防火訓練
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雑

感

雑

感

 

雑

感

雑

感

 

雑

感

 

関
口
議
員

障
害
者
自
立
支
援
法
で

福
祉
を
後
退
さ
せ
な
い
た
め
に

障
害
者
自
立
支
援
法
で

福
祉
を
後
退
さ
せ
な
い
た
め
に

村
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
に
出

席
し
、
ス
ラ
イ
ド
、
記
念
誌
で
村
の

歩
み
を
た
ど
っ
た
。
子
ど
も
の
頃
遊

び
ま
わ
っ
た
講
堂
や
役
場
の
姿
に
50

年
の
歴
史
を
感
じ
、
懐
か
し
い
想
い

が
よ
み
が
え
っ
た
。

文
化
展
は
皆
さ
ん
の
丹
精
こ
め
ら

れ
た
芸
術
作
品
に
見
惚
れ
そ
の
素
晴

ら
し
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。ま
た
、

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
歌
や

踊
り
楽
器
演
奏
な
ど
熱
演
に
心
が
う

た
れ
た
。

現
代
は
、
物
の
豊
富
な
中
で
、
心

の
豊
か
さ
と
い
う
こ
と
が
忘
れ
が
ち

に
な
っ
て
い
る
。
本
当
の
豊
か
さ
と

は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
文
化
の

再
発
見
と
と
も
に
元
気
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
。

世
は
過
去
、
現
在
、
未
来
と
流
れ

ゆ
く
。
村
に
素
晴
ら
し
い
自
然
、
歴

史
、
文
化
、
風
土
が
あ
り
、
先
人
た

ち
が
築
い
て
く
れ
た
遺
産
を
大
切
に

守
り
、
そ
れ
を
次
の
世
代
に
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
た
ち
は
こ
の
か
け
が
え
の
な
い

恵
み
を
活
か
し
、
よ
り
よ
い
村
の
発

展
を
願
う
と
と
も
に
郷
土
愛
を
は
ぐ

く
み
、
人
と
人
の
和
を
大
切
に
活
気

あ
ふ
れ
る
村
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
！
　
　
　
　
　
　
Ｓ
・
Ｉ

徳
丸
議
員

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
を

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
を

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
は
本
格

的
な
有
効
活
用
を
は
か
る
べ
き
だ
。

現
在
、
産
業
振
興
施
設
と
し
て

の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
。
今
後

民
間
活
力
も
含
め
、
提
案
型
の
コ
ン

ペ
の
実
施
も
含
め
早
期
に
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

元
気
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
住
民

に
も
負
担
や
痛
み
を
押
付
け
て
い

る
。
こ
の
際
、
今
後
の
財
政
的
な
見

通
し
を
ぜ
ひ
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。ま

た
、「
小
さ
い
な
が
ら
も
光
り

輝
く
元
気
な
千
早
赤
阪
村
を
築
く
」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
見
合
う
方

針
と
展
望
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
今

後
の
村
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

財
政
の
見
通
し
は
、
非
常
に
厳

し
く
長
期
的
な
財
政
状
況
を
予
測
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
時
点

の
社
会
経
済
情
勢
に
配
慮
し
、
そ
の

都
度
見
直
し
を
し
て
い
く
。
財
政
再

建
団
体
へ
の
転
落
は
避
け
た
い
。

今
後
の
村
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
自
立
し
て
い

け
る
か
、
と
い
う
と
厳
し
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
市
町
村
合
併
は
最

大
の
行
革
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
お

り
、
府
の
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会

で
、
中
間
と
り
ま
と
め
が
発
表
さ
れ

た
。こ

の
審
議
会
の
最
終
答
申
を
受
け

て
19
年
度
中
に
、
最
終
構
想
を
発
表

す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
構
想
の
視

点
に
立
っ
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
た
め
に
、
合
併
が
必
要
か
ど
う

か
、
み
な
さ
ん
と
協
議
し
決
断
し
て

い
く
。

自
立
支
援
法
で
応
益
負
担
が
始

ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
控
え
る
人
や
施

設
退
所
者
が
生
れ
て
い
る
。
報
酬
の

激
減
で
施
設
経
営
悪
化
な
ど
深
刻
な

問
題
も
出
て
い
る
。
障
害
者
の
自
立

を
支
援
す
る
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
ま
で

築
い
て
き
た
障
害
者
施
策
を
情
け
容

赦
な
く
切
り
崩
し
て
い
る
。
障
害
者

福
祉
を
後
退
さ
せ
な
い
努
力
が
必
要

だ
。

上
限
額
が
設
け
ら
れ
、
法
施
行

後
も
利
用
者
数
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。

多
く
の
反
対
の
な
か
、
自
・

公
に
よ
っ
て
強
行
さ
れ
た
。
利
用
者

軽
減
策
と
国
に
改
善
を
求
め
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

く
す
の
き
号
が
廃
止
さ
れ
、
復

活
を
求
め
る
声
が
村
全
域
で
広
が
っ

て
い
る
。
く
す
の
き
号
は
役
場
や
診

療
所
、
く
す
の
き
ホ
ー
ル
な
ど
、
地

域
を
結
ぶ
交
通
手
段
で
し
た
。
高
齢

者
が
村
の
施
設
を
利
用
し
、
住
民
間

の
交
流
を
す
る
こ
と
は
元
気
の
源
と

な
り
、
医
療
費
や
介
護
費
の
削
減
に

つ
な
が
る
。
子
ど
も
達
も
図
書
室
や

海
洋
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
変
革
を
経
て
12
年

運
行
し
て
き
た
。
厳
し
い
財
政
を
踏

ま
え
復
活
は
考
え
て
い
な
い
。

社
協
の
「
送
迎
事
業
」
は
、
い
き

い
き
サ
ロ
ン
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
継
続
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

い
き
い
き
送
迎
は
登
録
と
申

し
込
み
が
必
要
で
対
象
者
、
回
数
に

制
限
が
あ
る
。
ワ
ン
コ
イ
ン
な
ど
工

夫
す
れ
ば
運
行
は
可
能
だ
。

く
す
の
き
号
の
復
活
で
元
気
な
村
を

く
す
の
き
号
の
復
活
で
元
気
な
村
を

財
政
見
通
し
と
今
後
の
村
づ
く
り
は

財
政
見
通
し
と
今
後
の
村
づ
く
り
は



き
れ
い
に
紅
葉
し
た
金
剛
山
を
散

策
し
な
が
ら
、
地
面
に
広
が
る
色
と

り
ど
り
の
落
ち
葉
を
か
き
集
め
て
、

シ
ル
ク
の
ス
カ
ー
フ
を
秋
の
色
に
染

め
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
11
月
３
日（
祝
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

講
師
　
稲
田
利
子
さ
ん
（
山
遊
舎
）

定
員
　
30
人

費
用
　
３
０
０
円

※
材
料
費
１，

５
０
０
円
（
シ
ル
ク

ス
カ
ー
フ
１
枚
）
別
途
必
要
。

持
ち
物

昼
食
、
飲
み
物
、
ビ
ニ
ル

手
袋
、
エ
プ
ロ
ン
、
雨
具

見
ご
ろ
を
迎
え
た
秋
の
星
座
と
、

天
の
川
に
浮
か
ぶ
星
団
を
さ
が
し
て

み
よ
う
。

日
時
　
①
11
月
11
日（
土
）

②
11
月
18
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
1
&4
０
０
５
６

金
剛
山
の
秋
を
染
め
る

①
秋
の
星
座
と
星
団
さ
が
し

②
し
し
座
流
星
群
の
観
察
に
挑
戦
！

定
員
　
各
30
人

費
用
　
各
４
０
０
円

※
参
加
に
際
し
て
は
宿
泊
が
必
要
と

な
り
ま
す
（
宿
泊
費
は
別
途
必
要
）。

※
宿
泊
の
問
い
合
わ
せ
は
、
村
営
宿

泊
施
設
「
香
楠
荘
」
ま
で
。

1
&4
０
３
２
１

色
と
り
ど
り
に
染
め
た
葉
を
す
っ

か
り
落
と
し
て
し
ま
っ
た
植
物
た
ち

は
、
た
だ
冬
の
眠
り
に
入
っ
て
い
く

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
も
う

次
の
春
の
準
備
を
す
ま
せ
て
い
る
の

で
す
。

晩
秋
の
金
剛
山
を
歩
い
て
、
冬
に

備
え
る
植
物
た
ち
の
巧
み
な
技
を
観

察
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
11
月
23
日（
祝
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

対
象
　
中
学
生
以
上

講
師
　
伊
藤
孝
美
さ
ん
（
府
立
食
と

緑
の
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
）

定
員
　
30
人

費
用

３
０
０
円

持
ち
物

昼
食
、
飲
み
物
、
敷
物
、

筆
記
用
具
、
雨
具

各
地
で
子
ど
も
の
安
全
に
か
か
わ

る
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
本

村
近
隣
で
も
不
審
者
情
報
が
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
、
子
ど
も
に
と
っ
て
絶
対

安
全
と
い
う
場
所
は
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
に

は
、
学
校
や
警
察
だ
け
で
な
く
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
安
全
見

ま
も
り
活
動
を
実
行
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」

と
い
う
原
点
に
立
ち
、
子
ど
も
の
保

護
者
な
ど
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で

子
ど
も
の
見
ま
も
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

１．

腕
章
な
ど
活
動
グ
ッ
ズ
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
校
区
の
小
学
校
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２．

子
ど
も
に
は
、「
感
謝
の
気
持

ち
」
を
持
っ
て
見
ま
も
り
活
動
を

行
っ
て
い
る
人
に
あ
い
さ
つ
を
す

る
よ
う
教
え
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

社
会
教
育
課
　
1
&2
１
３
０
０

「
木
に
な
る
夢
銀
行
」
は
地
域
の

緑
化
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
大
阪
府
の
制
度
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
集
め
た
ド
ン
グ
リ
を

預
か
り
、
そ
の
個
数
を
記
載
し
た
ド

ン
グ
リ
通
帳
を
発
行
。
ド
ン
グ
リ
２

０
０
個
に
つ
き
１
本
の
苗
木
を
お
返

し
し
ま
す
。

ド
ン
グ
リ
の
受
け
付
け
は
大
阪
府

南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
お
よ

び
村
産
業
振
興
課
で
11
月
30
日（
木
）

ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
11
月
19
日（
日
）、
く
す
の

き
ホ
ー
ル
に
お
い
て
農
業
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
「
ド

ン
グ
リ
銀
行
」
の
窓
口
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
ま
す
の
で
、
ド
ン
グ
リ
を
持

参
し
、
お
越
し
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、

１
回
の
ド
ン
グ
リ
の
預
け
入
れ
は
50

個
以
上
で
す
）。

家
庭
で
、
幼
稚
園
で
、
小
学
校
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
大
阪
府
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事

務
所
　
地
域
政
策
室

1
@5
１
１
３
１
（
内
線
２
１
１
）

¡
村
産
業
振
興
課

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
は
、
有

料
立
体
駐
車
場
新
築
工
事
の
た
め
、

11
月
１
日（
水
）か
ら
平
成
19
年
３
月

30
日（
金
）ま
で
駐
車
場
が
全
面
的
に

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
来
場
の

際
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ

い
。

※
光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
へ
は

泉
北
高
速
鉄
道
「
光
明
池
駅
」
か

ら
徒
歩
５
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

1
０
７
２
５
%6
１
８
８
１

9

ご
協
力
く
だ
さ
い
!!

子
ど
も
の
安
全

見
ま
も
り
活
動

「
木
に
な
る
夢
銀
行
」

に
ご
協
力
を
！

光
明
池
運
転
免
許

試
験
場
の
駐
車
場

閉
鎖
に
つ
い
て

宝
く
じ
助
成
事
業

二
河
原
辺
地
区
で
は
、
秋
祭
り
を

は
じ
め
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
地
区
行
事
用
の
テ
ン
ト
や
座
い

す
、
秋
祭
り
に
お
け
る
地
車
の
太
鼓

な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
の
受
託
事
業
収
入
を
財

源
と
す
る
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
受

け
て
購
入
し
ま
し
た
。

座いすs

▲太鼓

森
の
生
態
観
察
・
秋



駐
車
監
視
員
の
資
格
を
得
る
た
め

の
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

講
習
日

第
１
回

平
成
19
年
１
月
17
日

（
水
）・
18
日
（
木
）、

考
査
１
月
28
日
（
日
）

第
２
回

平
成
19
年
１
月
24
日

（
水
）・
25
日
（
木
）、

考
査
２
月
４
日
（
日
）

定
員
　
各
回
２
５
０
人
程
度
（
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
付
期
間

11
月
17
日
（
金
）
ま
で

（
往
復
は
が
き
に
よ
り

受
付
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
警
察
本
部
駐
車
管
理
セ
ン

タ
ー
1
06（
４
３
９
８
）１
２
１
０

〜
誰
で
も
ス
タ
ー
気
分
で
歌
え
る

コ
ツ
を
大
公
開
〜

「
も
ず
唱
平
さ
ん
・
成
世
昌
平
さ
ん
」

と
一
緒
に
楽
し
も
う
！

「
障
害
者
週
間
（
12
月
３
日
か
ら

９
日
）」
の
趣
旨
を
広
く
周
知
し
、

障
害
や
障
害
者
を
取
り
巻
く
課
題
に

つ
い
て
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
大

阪
ふ
れ
あ
い
大
会
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

日
時
　
12
月
10
日（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
ク
レ
オ
大
阪
中
央
（
地
下
鉄

谷
町
線
四
天
王
寺
前
夕
陽
ケ

丘
駅
か
ら
北
東
へ
徒
歩
３

分
）

内
容
　
セ
レ
モ
ニ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
（
演
奏
・
車
椅
子
ダ
ン

ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
）

募
集
期
間
　
11
月
13
日
（
月
）
ま
で

（
消
印
有
効
）

費
用
　
無
料

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
健
康
福
祉
部
障
害
保
健
福

祉
室
内
　
大
阪
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

1
06
（
６
９
４
１
）
０
３
５
１

（
内
線
２
４
６
４
）

〜
河
内
の
神
話
伝
説
を
訪
ね
て
〜

日
時
　
11
月
23
日（
祝
）

午
前
９
時
15
分
集
合

集
合
場
所

河
南
町
役
場
前

コ
ー
ス

バ
ス
移
動
〜
平
石
城
址
〜

磐
船
神
社
（
昼
食
）
〜
高

貴
寺
〜
白
木
陣
屋
跡
〜
河

南
町
役
場
の
徒
歩
７
d

定
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
、
た
だ

し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
）

費
用
　
無
料
（
弁
当
お
よ
び
水
筒
は

各
自
で
持
参
）

※
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

住
所
・
氏
名（
参
加
者
全
員
）・
年

齢
・
人
数
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
・
交
通
手
段
を
明
記
の
う
え
、

下
記
宛
先
ま
で
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

1
@4
６
３
５
０
　
5
@4
４
５
０
０

献
血あ

な
た
の
「
あ
と
１
回
」
の
献
血

が
血
液
不
足
を
解
消
し
ま
す
。

医
療
機
関
で
は
、
毎
日
一
定
量
の

新
鮮
な
輸
血
用
血
液
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
ご
近
所
お
誘
い
の
上
、
献

血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
　
11
月
20
日（
月
）

¡
小
吹
台
連
絡
所
前

午
前
10
時
〜
正
午

¡
保
健
セ
ン
タ
ー
前

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

寄
付ご

芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
杉
本
敏
雄
（
千
早
１
１
２
７
）

５
０，

０
０
０
円

亡
父
年
光
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎

え
防
火
の
重
要
性
を
理
解
し
て
頂
く

た
め
11
月
９
日（
木
）か
ら
15
日（
火
）

ま
で
「
平
成
18
年
度
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
な
ど
に
お

け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
女

性
を
め
ぐ
る
各
種
の
人
権
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
相

談
に
応
じ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
中
（
11
月
12
日
〜
25
日
）、
全

国
一
斉
相
談
日
を
開
設
し
、
専
門
の

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
13
日（
月
）〜
19
日（
日
）

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
７
時
30
分

土
曜
日
・
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
電
話
番
号

０
５
７
０

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

―
０
７
０

ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ

―の

８
１
０

ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

相
談
員

大
阪
府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の

人
権
擁
護
委
員
（
女
性
の
人
権
問
題

に
詳
し
い
人
権
擁
護
委
員
が
担
当
し

ま
す
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
事
務
局

1
06
（
６
９
４
２
）
１
１
９
６

10

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習

大
阪
ふ
れ
あ
い
大
会

第
５
回「
近
つ
飛
鳥
と

自
然
に
親
し
む
会
」

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
開
設

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
〜
15
日

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮまもる君・
人ＫＥＮあゆみちゃん

＝
助
役
に
秦
氏
を
選
任
＝

10
月
27
日

に
行
わ
れ
た

臨
時
村
議
会

で
秦は
た

光
広

み
つ
ひ
ろ

氏
（
44
歳
）

の
助
役
選
任

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

秦
氏
は
、
昭
和
60
年
大
阪
府
職

員
と
な
り
、
商
工
部
産
業
政
策
課
、

生
活
文
化
部
文
化
課
、
総
務
部
市

町
村
課
、
総
務
部
行
政
改
革
室
を

経
て
、
10
月
31
日
に
総
務
部
市
町

村
課
参
事
の
任
命
を
受
け
、
11
月

１
日
付
け
で
、
千
早
赤
阪
村
助
役

に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
同
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

な
お
、
前
助
役
の
三
枝
一
孝
氏

は
、
大
阪
府
へ
復
職
さ
れ
ま
し
た
。

人

事



11

■
相
談
内
容
の
深
刻
化
が
数
字
に

平
成
17
年
度
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
、
３
５
４

６
件
で
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど
啓
発
が
攻
を
奏
し
、
架
空
請
求
や
不
当
請

求
が
沈
静
化
し
た
こ
と
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
１
２
６
１
件
（
26
・
２
％
）

減
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
体
の
相
談
件
数
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

年
齢
60
歳
以
上
の
人
の
相
談
は
前
年
比
１
１
５
件
（
16
・
７
％
）
の
増
加

で
８
０
４
件
、
ま
た
、
契
約
金
額
１
０
０
万
円
以
上
の
契
約
に
関
す
る
相

談
が
前
年
比
42
件
（
23
・
９
％
）
の
増
加
で
２
１
８
件
と
な
り
、
消
費
者

被
害
の
深
刻
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
依
然
と
し
て
多
い
不
当
な
請
求

相
談
の
多
い
商
品
・
役
務
第
１
位
の
「
商
品
一
般
（
商
品
・
役
務
が
特

定
で
き
な
い
分
類
名
）」
は
、
は
が
き
に
よ
る
「
総
合
消
費
料
金
」「
通
信

販
売
の
未
納
料
金
」
な
ど
何
の
料
金
か
わ
か
ら
な
い
架
空
請
求
が
多
か
っ

た
た
め
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
手
口
と
し
て
法
律
事
務
所
や
弁
護
士
事
務

所
名
で
、
裁
判
を
取
り
下
げ
る
相
談
を
受
け
る
の
で
連
絡
す
る
よ
う
に
と

い
う
内
容
の
は
が
き
が
届
い
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
以
降
第
３

位
ま
で
、
依
然
と
し
て
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
の
、
架
空
請
求
、
不
当

請
求
の
相
談
が
続
き
ま
す
。

■
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
高
齢
者
と
若
者

平
成
17
年
度
の
特
徴
と
し
て
、
独
居
の
高
齢
者
が
訪
問
販
売
に
よ
る
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
次
々
と
契
約
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
相
談
や
、
浄
水
器
の

点
検
と
偽
り
訪
問
し
て
き
た
業
者
が
、
新
た
に
別
の
浄
水
器
を
契
約
さ
せ
、

次
々
と
健
康
器
具
な
ど
違
う
商
品
を
契
約
さ
せ
ら
れ
る
相
談
が
目
立
ち
ま

し
た
。

ま
た
、
大
学
生
な
ど
若
者
の
間
で
、
友
だ
ち
を
紹
介
す
る
だ
け
で
、
報

酬
が
も
ら
え
る
と
勧
誘
さ
れ
、
会
員
登
録
を
す
る
た
め
に
高
額
な
商
品
を

買
わ
さ
れ
た
も
の
の
、
う
ま
く
次
の
人
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
後

に
は
そ
の
商
品
の
借
金
だ
け
が
残
っ
た
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス

（
マ
ル
チ
商
法
）
の
相
談
が
目
立
ち
ま
し
た
。

■
事
業
者
の
倒
産
に
と
も
な
う
相
談

加
え
て
、
展
示
会
商
法
で
知
ら
れ
る
大
手
呉
服
販
売
業
者
が
自
己
破
産
し
、
そ

の
販
売
方
法
が
強
引
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
解
約
、
返
品
し
た
い
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
急
成
長

を
続
け
て
い
た
家
庭
教
師
派
遣
会
社
や
、
幼
児
英
会
話
の
家
庭
教
師
派
遣
業
者
が

倒
産
し
、
全
額
前
払
い
し
た
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

■
平
成
17
年
度
　
相
談
の
多
い
商
品
・
役
務
上
位
10
位

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

◆
一
般
書

三
年
坂
・
火
の
夢
　
　
　（
早
瀬
乱
）

カ
ク
レ
カ
ラ
ク
リ
　
　
　（
森
博
嗣
）

八
月
の
路
上
に
捨
て
る（
伊
藤
た
か
み
）

雨
女

（
澤
田
ふ
じ
子
）

始
皇
帝

（
塚
本
青
史
）

空
白
の
叫
び（
上
・
下
）（
貫
井
徳
郎
）

名
も
な
き
毒

（
宮
部
み
ゆ
き
）

ヘ
ヴ
ン
リ
ー
・
ブ
ル
ー（
村
上
由
佳
）

恋
す
る
文
豪

（
柴
門
ふ
み
）

ミ
ー
ナ
の
行
進

（
小
川
洋
子
）

街
道
て
く
て
く
旅

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

や
せ
る
！
き
れ
い
に
な
る
！
指
ヨ
ガ

（
深
堀
真
由
美
）

◆
児
童
書

モ
コ
モ
コ
ち
ゃ
ん
家
出
す
る（
角
野
栄
子
）

う
ん
て
ん
す
る
の
は
だ
あ
れ
？

（
レ
オ
・
テ
ィ
マ
ー
ス
）

36
人
の
パ
パ（
ひ
ろ
は
た
え
り
こ
訳
）

【
お
は
な
し
会
】

日
時

11
月
15
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所
　
こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象

幼
児

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
へ

〜
被
害
に
あ
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず

ま
ず
、
警
察
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

相
談
窓
口

¡
一
般
相
談

＃
９
１
０
０
（
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
）

1
06
（
６
９
４
１
）
０
０
３
０

¡
犯
罪
被
害
給
付
制
度

1
06
（
０
９
４
３
）
１
２
３
４

（
被
害
者
対
策
係
）

※
ス
ト
ー
カ
ー
、
チ
ャ
イ
ル
ド
レ
ス
キ
ュ
ー
、

ウ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
な
ど
の
相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
警
察
署
相
談
係

1
@5
１
２
３
４
（
内
線
２
２
４
）

最
近
の
消
費
生
活
相
談
の
傾
向
か
ら

短

歌

コ

ー

ナ

ー内
　
田
　
あ
き
子

曾
孫
等
の
水
遊
び
す
る
光
景
を
亡
夫
に
見
せ
た
し
我
が
家
の
お
盆

川
　
辺
　
順
　
子

色
づ
く
柿
や
さ
ゆ
ら
ぐ
芒
眺
め
つ
つ
寄
り
添
い
て
お
り
母
と
の
ひ
と
と
き

島
　
村
　
千
　
恵

風
は
た
と
止
み
て
聞
く
音
は
か
そ
か
な
り
外
し
忘
れ
し
硝
子
の
風
鈴

田
　
村
　
富
士
子

秋
風
が
金
木
犀
の
香
を
運
び
き
て
重
き
心
を
そ
と
撫
で
ゆ
け
り

福
　
冨
　
悦
　
子

九
十
で
描
か
れ
し
桜
は
語
り
お
り
三
岸
節
子
の
情
念
を
視
る

第
１
位
（
467
件
）
商
品
一
般
（
は
が
き
に
よ
る
総
合
消
費
料
金
の
不
当
請
求
な
ど
）

第
２
位
（
408
件
）
電
話
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス（
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
不
当
請
求
な
ど
）

第
３
位
（
282
件
）
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
パ
ソ
コ
ン
で
の
ワ
ン
ク
リ

ッ
ク
請
求
な
ど
）

第
４
位
（
152
件
）
フ
リ
ー
ロ
ー
ン
・
サ
ラ
金
（
貸
し
ま
す
詐
欺
・
ヤ
ミ
金
な
ど
）

第
５
位
（
93
件
）
オ
ン
ラ
イ
ン
等
関
連
サ
ー
ビ
ス
（
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
不

当
請
求
な
ど
）

第
６
位
（
90
件
）
浄
水
器
（
定
期
点
検
を
装
う
訪
問
販
売
な
ど
）

第
７
位
（
84
件
）
賃
貸
ア
パ
ー
ト
（
退
去
時
の
原
状
回
復
に
関
す
る
費
用
な
ど
）

第
８
位
（
45
件
）
新
聞
（
訪
問
販
売
に
よ
る
長
期
の
契
約
な
ど
）

第
９
位
（
41
件
）
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
色
落
ち
・
伸
縮
・
紛
失
な
ど
）

第
10
位
（
38
件
）
電
話
関
連
サ
ー
ビ
ス
（
固
定
電
話
の
優
先
接
続
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
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保健所で医療機関に関する相談を受けています
富田林保健所では医療機関に関する相談窓口を整備し、安心して医療を受けられるようサポートしています。
例えば、「診療において充分な説明がなく不安」、「職員の対応が気になる」、「〇〇科のある病院を教えて欲しい」など。
なお、次のような事項は、具体的解決までのサポートを行うことができません。
¡医師の診断や検査内容の是非
¡医療機関との民事上のトラブルの仲介
¡医療機関に対する評価　　　　　　このような場合は、他の機関の紹介や一般的な対処方法をアドバイスします。
相談時間 毎週月曜日～金曜日　午前９時15分～午後０時15分、午後１時～４時（祝日、年末年始を除く）
相談先　富田林保健所　1@32681 ホームページ http：//www.pref.osaka.jp/tonndabayashihoken/index.html

～たばこ　パート１～
『あかんでー、たばこは自分とまわりに害がある』（スローガン）

たばこにはたくさんの有害物質が含まれています。それは、喫煙者だけではなく、周りの人にも悪影響

を与え、その害は全身にわたっています。たばこの害についてみんなが正しい知識を持ち、たばこの害か

ら健康を守ることを願っています。

※保健センターでは、保健師による禁煙相談も実施しています。どうぞ、ご利用ください。
〈問い合わせ〉健康福祉課

たばこの害を知りましょう！
〈たばこに含まれる有害物質で特に問題なもの〉
¡タール…多くの発がん性物質を含む
¡ニコチン…脳に作用し、依存性を高めてしまう

血管を収縮させ、血圧を上げる
¡一酸化炭素…全身を酸欠状態にし、血管の動脈硬化を促進する

1 分煙で受動喫煙を防止しよう！

火をつけたたばこの先からでる副流煙を吸い
込むことを「受動喫煙」といいます。本人がた
ばこをくわえて吸い込む主流煙に比べ、副流煙
の方がはるかに多い有害物質を含んでいます。
屋内で喫煙すると換気扇や空気清浄機だけで
は完全に汚染物質を除去できず、屋外で喫煙を
したとしても、服や身体についた有害物質から
受動喫煙することが分かってきています。
周囲に配慮し、分煙は徹底しましょう。

2

禁煙したいと思ったら・・・

¡周囲に禁煙宣言し、祭りや忘年会など喫煙した
くなる機会が多い時期を避けて始めましょう

¡たばこや灰皿などは処分し、カーテンや衣服
などについたたばこの臭いは消臭しておきま
しょう

¡吸いたくなれば、お茶や冷水を飲んだり、歯
みがき、深呼吸、体操など自分にあった方法
で対処しましょう

¡必要に応じて、禁煙外来（ニコチンパッチの
処方を含む）やニコチンガムなどを利用しま
しょう

¡失敗は成功のもと！あきらめず、繰り返すこ
とで禁煙のコツもつかめてきます

3

脳血栓・くも膜下出血・脳梗塞・脳出血 肌荒れ
しみ・しわ

慢性気管支炎
気管支喘息
肺気腫

全身への影響

妊娠中の喫煙
へその緒からニコチンなどの有害物質が胎児に流れ込
み、流早産・胎児の発育不良・生後の児の乳幼児突然死
症候群などへの影響が見られます。
産後の喫煙
副流煙と乳汁から有害物質を乳幼児が取り込んでしま
います。その結果、乳幼児は肺炎・気管支炎・喘息・せ
き・くしゃみなどが起こりやすくなります。

歯周疾患

心筋梗塞・狭心症

胃かいよう
十二指腸かいよう

がん…
肺・喉頭

こうとう

・

咽頭
いんとう

・口腔
こうくう

食道・胃・

すい臓・膀胱

肝臓・子宮

など
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

が ん 検 診 予 約 受 付
～胃・大腸がん検診を12月に追加実施します～
秋期のがん検診の予約は６月から受け付けており、多数
の申し込みがありました。太字の日程についてはキャンセ
ル待ちで受け付けています。
胃・大腸がん検診につきましては、キャンセル待ちの人
が非常に多かったため、12月に検診日を１日増やし、予約
を受け付けています。

胃 ・ 大 腸 が ん 検 診
11月24日（火）・11月27日（月）・月　　日
12月13日（水）

受　　付 午前９時～11時15分
受診日現在、40歳以上の人

対　　象
（39歳以下の人は受診できません）

受診できる回数 年１回
定　　員 各50人

胃－問診・Ｘ線間接撮影
内　　容

大腸－問診・便潜血検査
受 診 料 胃－400円・大腸－100円

場　所 保健センター
※負担していただく受診料はいずれも検査料金の1割程度
です。当日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。保健セン
ターの福祉係へ事前に申し出てください。）

※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。

〈予約・問い合わせ〉
健康福祉課（保健センター）1&20069

子　宮　が　ん　検　診
月　　日 11月29日（水）
受　　付 午後１時15分～３時

受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生ま
れの人（ただし、偶数年生まれでも昨年度

対　　象
受診していない人は受診できます）
（19歳以下の人は受診できません）

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 各55人
内　　容 問診・内診・子宮頚部細胞診
受 診 料 300円

乳 　 が 　 ん　検　診
月　　日 11月29日（水）・12月11日（月）
受　　付 午後1時15分～3時

受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生ま
れの人（ただし、偶数年生まれでも昨年度

対　　象
受診していない人は受診できます）
（39歳以下の人は受診できません）

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 各45人
内　　容 問診・視診・触診・乳房Ｘ線検査
受 診 料 500円

※日本脳炎（1・2期）の予防接種は、厚生労働省の勧告に
より、現在接種を見合わせています。
※予防接種を受ける際の相談やお困りのこと等があれば保
健センター（1&20069）に連絡ください。

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

種　類 月　日 対　象 備　考

生後●●●
ポ　リ　オ 12月20日（水）３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられま
せん。

¡平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。

健康診査＆相談など

４か月児健康診査 午後１時 平成18年６月・
～１時15分 ～７月生

１歳児健康診査
11月22日（水）

午後１時15分 平成17年10月・
～１時30分 ～11月生

な か よ し 広 場 11月７日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入

（親と子の交流会）11月15日（水）～11時30分 園前の乳幼児と
12月５日（火） 保護者

あかちゃん広場 11月15日（水）午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児
保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 11月28日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 11月17日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善
したい人

健康・育児・介
保健師による

11月24日（金）
護など相談を希

健 康 相 談 12月６日（水） 望する人

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

い
き
い
き
サ
ロ
ン

や
ま
ゆ
り

午前
９時30分
～11時30分

午後
１時30分
～３時30分

く
す
の
き

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

第１・３
午前

一 般 健 康 相 談
水曜日

９時30分 有料・予約制
～10時30分

こころの健康相談
午前

（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談
（月）～（金）９時30分 電話相談も可

～午後５時

血　液　検　査
第１・３

エイズ・梅毒
水曜日

午後１時

クラミジア
～２時

午後血　液　検　査 第１・３
９前30分～ 有料・予約制［肝炎ウイルス］ 水曜日
10時30分

療　育　相　談 11月17日（金）午後
（富田林● １時30分 予約制

保健所） ～３時
¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 （祝日のとき９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 は火曜日）～11時30分

種　　　類 月日（祝日を除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

身体に障害のある
児（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

］［
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中津原 鎌 谷　秀 幸 さん
＜19歳　山羊座＞

近況は・・・

修成建設専門学校で建築の勉強をしています。

夢は・・・

一級建築士の資格を取り、建築関係の仕事に

就くことです。

最近、楽しいと思ったことは・・・

今年９月に専門学校の友達とミナミに遊びに

行ったことです。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

今、一人暮らしをしているので千早赤阪村に

帰ってきたとき、空気がきれいで静かでホッと

します。

来月号は・・・

中学校の同級生の谷　真依さんです。

谷さんへメッセージを・・・

今年は秋祭りに行かれへんけど、来年会いま

しょう!!

３歳のとき、

家族旅行で白

浜に行ったと

きです。

Hideyukikamatani

198

わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

「みんなのひろば」
は村民の皆さんのペ
ージです。
楽しい話などいっ
ぱい教えてください。
また、広報紙への
意見・情報なども待
っています。

◆参加者募集中 ◆

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

森屋 はしもと　なおゆき くん
（ 橋 本　　　 直 行 ）

平成17年11月23日生まれ
直くんの笑顔を毎日見れて幸せです。
これからも元気でたくましく育ってね。

父・徹さん、母・悦子さん

森屋 まえかわ　あん ちゃん
（ 前 川 杏 ）

平成14年９月20日生まれ

まえかわ　うた くん
（ 前 川 詩 ）

平成16年１月26日生まれ
いつも二人の笑顔で周りが明るくなります。
これからも元気でいっぱい笑顔を振りまいてくださいね。

父・宏幸さん、母・千春さん

広報10月号「青春じゅ
ずつなぎ」に誤りがあり
ました。
ご迷惑をお掛けしたこ
とをお詫びし、次のよう
に訂正いたします。
青春じゅずつなぎのうち、
思い出のアルバムから…

誤）２歳のとき、
正）５歳のとき、

お詫びと訂正
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金剛山の夏の思い出
●赤阪小学校３年生●

むらの話題
あ　れ　こ　れ

村制施行50周年記念式典開催

千早赤阪村が昭和31年９月30日に誕生し、50周年を
迎えました。このことを記念し９月30日、くすのきホ
ールで多数の住民の皆さんをはじめ、大阪府知事、近
隣市長、町長などの来賓の出席のもと、村制施行50周
年記念式典を行いました。

式典開始前に「千早赤阪村50年の歩み」スライドシ
ョーを放映。式典の第１部では、国歌・村歌斉唱、松
本村長式辞、貝長村議会議長のあいさつが行われまし
た。また、村政の発展などに功労のあった団体に、松
本村長から感謝状が贈呈。引き続き、平成18年度の村

■平成18年度村表彰受賞者
〔自治功労部門〕（敬称略・順不同）

楠　本　圭　作　　　竹　花　　　廣
松　本　博　文

〔教育文化功労部門〕

菊　井　由起子

■村制施行50周年記念感謝状贈呈団体
（敬称略・順不同）

千早赤阪村区長会

千早赤阪村消防団

千早赤阪村人権協会

社会福祉法人　千早赤阪村社会福祉協議会

金剛警備隊

千早赤阪村こども会育成連絡協議会

千早赤阪村ＰＴＡ連絡協議会

千早赤阪村青少年指導員連絡協議会

千早赤阪村文化協会

千早赤阪村体育協会

社団法人　千早赤阪楠公史跡保存会

表彰式も行われ、自治功労者および教育文化功労者に
対し、松本村長から表彰状と記念品が贈られました。
この後、太田房江大阪府知事をはじめ来賓の皆さんか
らのお祝いの言葉や祝電披露があり、関口村議会副議
長の閉式の言葉で式典は幕を閉じました。
第２部では、「ツルビル」（千早赤阪村出身の若者ア

マチュアミュージシャン）による記念ライブが行われ、
村に想いを寄せて作詞・作曲された“村唄”をはじめ、
計７曲が披露され、会場に訪れた皆さんは演奏に酔い
しれていました。

▲記念ライブの様子

●記念式典●
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村制施行50周年記念事業

がんばりました

輝く大阪府第３位!!

９月30、10月１日、第25回文化展がくすのき
ホールで開催されました。
今回は村制施行50周年を記念し、９月30日の記

念式典日に合わせ、通常より約１カ月早く開催し
ました。
文化協会所属クラブから短歌、俳句、手編み、

水彩画の作品や幼稚園・各小学校・中学校、や
まゆり作業所、一般の皆さんからも出展されま
した。幼児から高齢の人たちのすばらしい作品

に、訪れた
人たちは足
を止めて見
入っていま
した。

９月18日、Ｂ＆Ｇ会長杯空手
道大会第24回千早赤阪村選手権
大会が海洋センターで開催され
ました。
大会には、15団体313人が参加

し、熱戦が繰り広げられました。
村の選手の主な結果は次のと

おりです。（敬称略）

10月７日、大阪市中央体育館で行われた第60回大阪中学
校秋季総合体育大会男子バレーボール部で千早赤阪村立中
学校男子バレーボール部が第３位に輝きました。
大会には、各地区予選を勝ち抜いた32チームが参加。村

立中学校は１・２回戦を順調に勝ち進み、準々決勝の堺市
立金岡南中学校戦でも２対０のストレート勝ちでベスト４
に進出しました。準決勝では、近畿中学校総合体育大会３
位の強豪の大阪市立阪南中学校との戦いとなり、１セット
目は10対25で落としましたが、２セット目は村立中学校の
粘りで一進一退の白熱した展開となりましたが、21対25で
惜敗しました。
この試合で３年生は引退しましたが、１・２年生の新チ

ームが先輩に追いつき追い越せるように新たな気持ちで練
習に励んでいます。

Ｂ＆Ｇ会長杯 大畑　清恵
体育協会会長杯 慈幸　大志
財務副大臣杯 大畑　清恵
宗家杯 近藤　真利菜
宗家杯 大畑　伸嗣
千早赤阪杯 田中　宏幸
千早赤阪杯 曽我部　孔季
美技賞 日谷　知由季

10月１日には、第22回ふ
れあいコンサートがくすの
きホールで開催されました。
また、同じく記念事業のフリーマーケットを予定していまし

たが、残念ながらあいにくの雨で中止となってしまいました。
コンサートでは、所属クラブのカラオケ、詩吟、楠踊会、

雄凜音、オレンジエコー、シープスジュニア合唱団と中学校
吹奏楽部が出演。また今回は村制施行50周年を記念し、一般
公募による特別出演者８組が出演しました。
日ごろの練習の成果などを披露し、ホールには大きな拍手

が響きわたっていました。

t雄凜音
▼特別出演者たち

●第25回文化展●

●Ｂ＆Ｇ会長杯千早赤阪村選手権大会●

●中学校男子バレーボール部●

●第22回ふれあいコンサート●
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●赤阪小学校３年生●

むらの話題
あ　れ　こ　れ

大きなサツマイモがいっぱい!!

秋　祭　り

10月12日、こごせ幼稚園の園児が6千早赤阪楠
公史跡保存会の協力によりサツマイモ掘りを体験
しました。
このサツマイモ掘りは、楠公史跡保存会が自然

と歴史のふれあい事業の一環として行っていま
す。昨日からの雨で畑には水たまりなどがありま
したが、園児たちは、どろんこになりながらもサ
ツマイモが顔を出すたびに大喜びし、また、ミミ
ズやダンゴムシなどに驚いていました。収穫した
サツマイモは、園児がそれぞれ持ち帰りました。

実りの秋に感謝する建水分神社の秋祭りが10月21日と22日に盛大に行わ
れました。

21日の本宮では、神社の御旅所「比叡の前」に御神輿を先頭に、水分、
森屋、川野辺、二河原辺、桐山が宮入り。続いて河南町や富田林市からの
だんじりが宮入りし、計18台ものだんじりが集合しました。
また、同日、中津神社の秋祭りも行われ、江戸時代から伝わる獅子舞が

地元の若者により奉納されました。また、子どもの健康を願う「ホテイ相
撲」なども行われました。

●イモ掘り体験●

●建水分神社・中津神社●

▲中津原

▲水分 ▲川野辺

t桐山

森屋s

二河原辺s



今まで、弁護士に相談したことがな
い人も、この機会に一度ご相談されて
はいかがでしょうか。
民事、刑事、サラ金などのあらゆる
法律に関する相談に、お気軽にお越し
ください。
日時　12月４日（月） 午後１時～４時
場所　役場第２会議室
その他 事前予約制　

先着６人（申し込み順）
１人30分程度

主催　近畿弁護士会連合会法律相談セ
ンター委員会

〈問い合わせ〉総務課

催　　し

南河内３町村合同による男女共同参
画社会の実現を目指すため、次のとお
り講演会を開催します。
日時　11月20日（月）

午後１時30分～
場所　河南町かなんぴあ２階大会議室
内容　テーマ「今　女性として　人と

して」講師　シナリオ作家
丘乃れいさん

講師プロフィール

執筆の児童教育映画で教育映
画祭優秀作品賞を受賞。社会の
さまざまな差別と向き合い、人
権尊重社会の実現を目指して活
動を続ける。

定員　100名（事前に申し込みが必要）
なお、当日午後１時に村役場前
駐車場からマイクロバスを運行
します。

費用　無料
その他 ¡小さなお子様連れの人には

一時保育（無料）があります
（要予約）。
¡手話通訳あります

主催　南河内男女共同参画社会研究会
〈申し込み・問い合わせ〉住民課

第23回商工祭（主催：富田林商工会、
共催：富田林市・河南町・太子町・千
早赤阪村）が次のとおり開催されます。
ぜひ、お越しください。
日時　11月23日（祝）

午前９時～午後３時
場所　石川河川敷　川西グラウンド

（昭和橋下流東詰め）
内容　即売会（青果、野菜、衣料、日

用品など）、抽選会（空クジな
し）、イベントなど

〈問い合わせ〉

富田林商工会　1@51101

募　　集

この大会は、南河内地域（６市２町
１村）に住む人たちにスポーツを振興
し、その普及発展とアマチュアスポー
ツ精神の高揚を図り、あわせて青少年
の健全な育成を願って開催されます。
月日　平成19年２月４日（日）
場所　パーフェクト・リバティー教団

（ＰＬ）本庁内コース
対象　南河内地域に在住・在勤・在学

の中学生以上の人
費用　１チーム3,000円（保険料含む）
距離　６区間　
受付　11月30日（木）までに費用と印鑑

を持参し、海洋センターへ申し
込みください。

〈問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会では、今なお残る歴史をテ
ーマに、古墳、社寺、文化遺産など歴
史を訪れるハイキング「古代の浪漫を
訪ねて」（３回シリーズ）を行います。
ぜひ参加ください。
月日　11月26日（日）（小雨決行、荒天

の場合は中止）
集合場所および時間

近鉄・富田林駅南改札口前
午前９時30分～10時
受付場所および時間

弘川寺　午前10時～10時30分
コース 近鉄・富田林駅（集合）＝

（バス）＝河内バス停→弘川
寺（受付）→持尾城跡→高貴
寺→磐船神社→小野妹子墓→
竹内街道歴史資料館→孝徳天
皇陵→飛鳥ワイン（飛鳥ワイ
ンの試飲・販売を予定／ゴー
ル）→近鉄・上ノ太子駅　徒
歩約13km

参加特典 参加賞（毎回抽選で100人）
完歩賞（シリーズ全３回を
完歩した人全員）

費用　無料（拝観料などは自己負担）
参加方法 参加自由（現地集合）
〈問い合わせ〉

¡華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会事務局（産業振興課）
1&21447

¡近鉄大阪ハイキング係
106（6775）3566

¡南海テレホンセンター
106（6643）1005

〈自衛隊生徒〉

高校同等教育

¡防衛大学校、一般大学等への進学機
会あり

¡高卒資格取得
国家公務員の身分と待遇

¡完全週休２日制
¡夏、冬、春季に、２週間前後の休暇
有り

¡被服類、寝具、食事、宿舎費は無料
「学び」が仕事

¡中堅技術者養成、将来の幹部自衛官
へ
応募資格

¡日本国籍を有する中卒（見込含）か
ら17歳未満の男子
試験期日

¡11月１日（水）～平成19年１月９日
（火）
〈申し込み・問い合わせ〉

自衛隊富田林募集事務所
1@43799
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南大阪駅伝競走大会
参加チーム募集

男女共同参画社会講演会

富田林商工祭

みなみかわち歴史回廊
～古代の浪漫を訪ねて～

防衛庁自衛官



国民健康保険

国民健康保険被保険者証は、11月１
日（水）から新しい保険証になり、旧保
険証は使えません。10月末までに配達
記録郵便で送付していますので、まだ
手元に届いていない人は、早急に問い
合わせてください。
〈問い合わせ〉保険課

国民年金

年金月間は国民一人ひとりが年金を
身近なものとして考え、公的年金制度
の意義や役割を正しく認識し、公的年
金制度の加入義務や保険料の納付義務
を正しく認識していただくため、実施
しています。
社会保険事務所では年金月間の期間
中、次のとおり、休日における年金相
談の窓口を開設します。日ごろ忙しく
て年金相談に行けない人は、年金手帳
や年金証書を持参のうえ、ぜひこの機
会に最寄りの社会保険事務所へお越し
ください。
また、国民年金保険料の納付もでき
ますので、納め忘れのある人はご利用
ください。
日時　11月11日（土）・25日（土）・

26日（日）
午前９時30分～午後４時

※毎週月曜は、各種相談業務の受付時
間を午後７時まで延長します。
〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所
106（6772）7531（代）

税

個人事業税（第2期）の納期限は11

月30日（木）です。
最寄りの金融機関で納期限までにお

納めください。
納税には、便利で安心、そして安全

な「口座振替」の利用をおすすめしま
す。
〈問い合わせ〉

大阪府南河内府税事務所　事業税課
1@51131

年末調整の時期が近づいてきました
ので、下記の通り説明会を開催いたし
ます。
日時　11月28日（火）
午前の部　午前10時～正午
午後の部　午後１時30分～３時30分

会場　すばるホール　大ホール
富田林市桜ヶ丘２番８号
1@50222

※午前・午後のうち、都合の良いほう
で参加ください。
※年末調整関係資料は11月上旬に発送
しますので、説明会当日に持参くださ
い。
※駐車場（有料）に限りがありますの
で、車での来場はご遠慮ください。
〈問い合わせ〉

¡村税務課　　
¡富田林税務署　1@43281

水　　道

新たに３業者を村給水装置工事事業
者に指定しました。（合計56業者）給
水装置工事の申し込み、修繕などは、
指定工事業者へ依頼してください。

〈問い合わせ〉上下水道課

相　　談

国民年金保険料や年金受給資格など
の相談に応じる年金相談や出張徴収を
天王寺社会保険事務所が行います。年
金について不明な点があれば、ぜひこ
の機会に相談してください。また、保
険料の納め忘れがありましたら納めて
ください。案内状の届いた人をはじめ、
どなたでも気軽にお越しください。
日時　11月８日（水）

午前11時～午後3時30分
場所 いきいきサロンやまゆり

娯楽室
〈問い合わせ〉

¡天王寺社会保険事務所
106（6772）7531

¡村保険課

弁護士による無料法律相談を実施し
ます。

業者名 所在地・電話番号

堺市西区浜寺南町２丁
㈲建託設備 281番地の２

1072（261）6868

㈱谷　組 河内長野市喜多町514

10721（62）5025

堺市中区深井清水町
㈱クラシアン 3544-3

1072（281）6511
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お知らせ

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

平
成
18
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
８
期
（
11
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
18
年
11
月
30
日（
木
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
11
月
27
日（
月
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

届きましたか
国民健康保険被保険者証

年金月間（11月1日～30日）

出張徴収・年金相談

個人事業税

年末調整説明会

指定工事業者

弁護士無料法律相談
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この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100

ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

11月２日（木）・16日（木）
12月７日（木）

11月２日（木）
12月７日（木）

11月16日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

11月３日（金）
７日（火）・10日（金）
14日（火）・17日（金）
21日（火）・24日（金）
28日（火）
12月１日（金）
５日（火）

11月16日（木）

11月22日（水）

11月15日（水）予定

11月29日（水）予定

11月30日（木）予定

11月９日（木）
23日（木）

11月１日（水）
12月６日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,681人（－15）

男　　3,175人（－10）

女　　3,506人（－５）

世帯数　2,318戸（－４）

９月末日現在、（ ）は対前月比

村制施行50周年記念事業 
第26回 

※駐車場は、くすのきホール駐車場

JA赤阪支店　駐車場

駐車場に限りがありますので、乗り合わせておこしください。

主催／千早赤阪村農業文化祭開催委員会

後援／千早赤阪村・JA大阪南・（財）大阪21世紀協会

［問い合わせ］ 千早赤阪村産業振興課　10721－72－0081

ポテトだんご、おでん

うどん、千早漬、農産物、塩干物、

園芸品（苗）、スーパーボールすくい、他

農産物展示・生活工夫品作品展示

かかしコンテスト展示、トントン教室、

チャリティーバザー

※プレゼントは数に限りが

ございますので、無くなった

場合は御了承下さい。

11月19日（日）午前9時30分～午後3時
千早赤阪村くすのきホールにて開催

【広報９月号表紙の掲載写真のお詫びについて】

平成18年９月号広報の表紙に掲載した写真について、不適切な使用があり、
大変ご迷惑をおかけいたしました。深くお詫び申し上げます。

その他、

プレゼント
コーナー、

お楽しみ抽
選会など

◆一般公開
9時30分～1時
◆表彰式

1時30分～2時
◆即　売

2時30分（予定）

農産物品評会

かかしコンテスト かかしコンテスト 
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